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総合計画は、市の最上位計画（まちづくりの羅
針盤）です。市が目指す将来像や基本目標を示
し、市民・事業者・団体・行政が同じ方向を共
有して、ともに取り組むための道しるべとなり
ます。各分野の計画や事業は、この計画に基づ
いて進められます。

役  割

市の人口は平成 12（2000）年をピークに減少が続
き、高齢化も進行。令和 5（2023）年には出生数
が 200 人を下回りました。
さらに、近年頻発する災害への備えや中小企業の
後継者不足、インフラ老朽化も課題です。

市の現状

基本構想

こどもも大人も、豊かに学び、
自分らしく健やかに
暮らせるまち1

■健康・医療
生涯を通じた健康づくりを支援し
ます。また、誰もが安心して適切
な医療を受けられる地域医療体制
を確保します。

■子育て・教育
安心してこどもを産み育てられる
環境を整えます。さらに、誰もが
自分らしく成長し、主体的に学べ
る環境を充実させ、地域の
歴史・文化を未来へ継承します。

地域で互いに支え合い、
誰もが安全で安心して
住み続けられるまち

■防災・安全
自助・共助による防災力の向上
や災害対策の強化で、犯罪・交
通事故の無い安全なまちづくり
を進めます。

■地域福祉
地域での交流を促進しなが
ら、互いを気にかけ合い、助
け合うことができる地域
づくりを進めます。
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まちづくりの基本的な理念で、市が目指す将来像や基本方針を示すもの

歴史が息づき、
未来にわたり誰もが幸せに暮らせるまち

伊豆の国

そもそも…

　まちの将来像　

経済が循環し、
にぎわいや交流が増え、

市民一人ひとりが活躍するまち

■産業・雇用
中小企業の支援や多様な人材
が活躍できる環境整備を進
め、農業や観光などの地域経
済を活性化します。

■にぎわい・交流
「住み続けたい」「行ってみたい」と
思えるにぎわいを創出し、
市民が主役となって活動で
きる機会を増やします。

3 ひとと自然が共生し、
持続可能で豊かな
暮らしができるまち

■環境・自然
脱炭素社会の実現に向けた取り
組みを進め、かけがえのない自
然環境を未来へ
引き継ぎます。

■都市基盤・交通
コンパクトなまちづくりを進め、
地域の実情に応じた公共交通
ネットワークを
再構築します。

第3次伊豆の国市

総合計画
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　「総合計画」って聞いたことはありますか。
　総合計画は、市がこれから 8年間でどんなまちを目指すのか
をまとめた、まちづくりの設計図です。子育て、福祉、産業、
防災など、暮らしに関わる市の取り組みの方向性が分かります。

将来像や基本目標などを設定するに当たり、
以下の変化や課題を重視しました。策定の背景

□人　　口……人口減少
□地域資源……市が誇る歴史・文化の継承と活用
□福　　祉…… 地域福祉の支え合い
□安　　全……気候変動・自然災害リスク
□地域経済……中小企業の後継者不足（事業承継）
□つながり……人と人のつながりの希薄化
□基　　盤……公共インフラの老朽化
□環　　境…… 脱炭素や地球環境への関心の高まり
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この先も安心して暮らし続けられるまちを目指して、
第 3次伊豆の国市総合計画に基づき、取り組みを進めていきます。

■基本構想【8年間】
　まちづくりの理念、将来像、基本目標を示すもの
■基本計画【前期 4年・後期 4年】
　 基本構想を実現するための具体的な施策を示すもの

構成・期間

基本構想【8年間】
前期基本計画
【4年間】

R8年度

後期基本計画
【4年間】

総合計画は、「基本構想」と「基本計画」の 2層で
構成されています。
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前期基本計画

4つの基本目標 実現のための
施策の基本的方向
計画」で掲げる主な
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■市民の安全確保
防犯灯の適切な管理や防犯カメラ
設置への助成を進めるとともに、若
年層への消費者教育や高齢者への
交通安全・特殊詐欺防止の啓発で、
市民の安全な暮らしを守ります。

■地域福祉の充実と支え合い
自治会やボランティアなどを通じて、
高齢者や障がいのある人などの多様な
課題を地域全体で支え合うことができ
る包括的な体制を強化します。

■防災・減災
「わたしの避難計画」作成などの
自助を推進し、急傾斜地対策や
河川改修など災害に強い社会基
盤を整備します。

# 地域福祉　#包括的支援
#防災・減災　#市民安全

地域で互いに支え合い、
誰もが安全で安心して住み続けられるまち
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■市民活躍と多文化共生
自治会運営のデジタル化や市
民のまちづくり活動を支援
し、外国人市民も地域社会へ
主体的に参画できる多文化共
生環境を整えます。

■観光振興とシティプロモーション
いずのくに特命大使「L

ら ぼ っ と

OVOT」をはじめと
した地域資源や歴史資産を生かした魅力
発信を行い、観光を振興するとともに、
移住定住や関係人口の創出を図ります。

■産業・雇用の創出
起業支援や空き店舗再生で
まちなかのにぎわいを創出
し、スマート農業や有機農業
など持続可能な農業経営を
支援します。

# 観光・シティプロモーション
#商工・雇用　#農業　
#市民活躍

経済が循環し、にぎわいや交流が増え、
市民一人ひとりが活躍するまち 4

■地域交通と道路環境
自主運行バスの最適化や予約
型乗合タクシーなど、地域の実
情や利用者ニーズに応じた交
通ネットワークを構築します。

■環境保全・ごみ減量
省エネや再生可能エネルギーの推進を
はじめ、ごみの分別徹底・プラスチッ
ク再商品化などを行い、脱炭素・循環
型社会を目指します。

■持続可能な都市基盤・水環境
居心地の良いコンパクトなまち
づくりを進め、上下水道の計画
的更新や空き家・空き地などの
適正管理を推進します。

# 自然・生活環境　#水環境
#循環型社会
#まちなみ形成　#交通・道路

ひとと自然が共生し、
持続可能で豊かな暮らしができるまち
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■健康づくりと医療
健診受診率の向上による病気の
早期発見と、地域で安心してか
かることができる持続可能な救
急医療体制などを維持します。

■子育て・こども支援
妊娠期から子育て期までの切れ目ない支
援や「いずのくに子育て応援アプリ」によ
る情報発信、相談体制やこどもの居場所
の充実を進め、地域全体で子育て家庭と
こども・若者を支えます。

■教育・文化・スポーツ
ICT を活用した多様な学びを
推進し、歴史館いずしるを
中心とした歴史文化遺産の
保存・活用を図ります。

# 子育て　#教育　
#こども・若者　#保健・医療
#生涯学習・歴史文化芸術・スポーツ

こどもも大人も、豊かに学び、
自分らしく健やかに暮らせるまち

SDGs DX GX

SDGs・DX・GXを横断的視点として各政策に反映します。

デジタルトランスフォーメーション グリーントランスフォーメーション

横
断
的
視
点

持続可能な開発目標

基本構想を踏まえた
や体系を示す「基本
政策を紹介します。


